
新玉小学校内装木質化
令和 3年度　学校木の空間づくり事業

小田原市農政課
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小田原の木のぬくもりに包まれた小学校

学校木の空間づくり事業の 4 校目として新玉小学校の木質化改修を

行いました。児童が日常的に木に触れ、木のぬくもりを感じられるよ

う教室や廊下、階段等を既存の校舎との調和に配慮して改修しました。

木工事や家具工事は地元大工の手で行われました。これまでの学校の

使われ方を丁寧に読み解き、多様な学習形態に合わせた空間、教室以

外に児童が自分の居場所と感じられる多様な場所を小田原の木を用い

て整えました。新玉小学校が地域に対してより開かれた学校になるよ

う 1階の西昇降口と地域に開放される教室の木質化も行っています。
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小田原市立新玉小学校

小田原市浜町 2-1-20

鉄筋コンクリート造・3 階

内装木質化改修

令和 3 年 6 月～ 9 月

約 2,950 万円 ( 設計・監修費除く )

スギ支給量　　27.3 ㎥ ( 小田原産材 )

ヒノキ支給量　  4.1 ㎥ ( 小田原産材 )

合計　　　　　31.4 ㎥

建物名称

所在地　

構造・階数

工事種別

施工期間

事業費

木材支給量 ( ロス含む )

1

小田原市森林組合

小田原地区木材業協同組合

小田原市建築事業協同組合

( 加藤建設株式会社・有限会社大島工務店 )

一般社団法人箱根物産連合会 ( いぶき会 )

野沢正光建築工房

Koizumi  Studio

園内せな

大竹央祐  ( 表紙 , P01-04, P13-28 )

木材生産

製材

施工

室名サイン製作

設計・工事監修

家具デザイン

まなびパネルイラスト

写真撮影
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木質化によってより地域に開かれた学校へ

1 階西端の浜の風 ( 旧ワークルーム ) と正門に近い西昇

降口を木質化しました。既存の鉄筋コンクリート造の校

舎にあたたかみのある木が加わり、小学校がより親しみ

の感じられる場に変わりました。訪れた方が小田原産材

の魅力や木材利用の意義を感じられるようにすること

で、今回の木質化の効果が地域にまで波及することを期

待しています。西昇降口の壁面は、児童の作品を展示す

るギャラリーとなり、木質化にあわせて照明の交換と

カーペットの交換も行いました。これまで暗くあまり使

われていなかった西昇降口が、地域住民と児童にとって

の交流や憩いの場となりました。

児童の手に触れる箇所、目につく場所を見極める

最大限に木質化の効果が感じられるよう、児童の手に触

れる箇所、よく目につく場所に重点的に手を入れていま

す。教室は児童が最も長く時間を過ごす場所であるため、

背面と廊下側の 2 面の壁に天井までスギの羽目板を張り

ました。廊下や西昇降口は 2m の高さに揃えてスギ板を

張り、箱ベンチと建具を設置して連続感を創出するとと

もに、木材の歩留まりにも配慮しています。児童が日々

使うランドセル棚と荷物掛けにスギを利用し、引き戸の

取手や階段の手摺はヒノキとしました。ただ眺めるだけ

の視覚的な木質化ではなく、実際に触れて使うことがで

きることを大切にしています。

様々な使い方・学習に応える

これからの学びの空間にはより多様性が求められます。

今回の木質化では、余剰の教室やスペースを活かして、

児童が自ら使い方を工夫し多様な使い方ができる場を複

数設けています。ミラクルラボ ( 旧パソコン室 ) にはプ

ロジェクターが投影できる壁面をつくり、タブレット等

を用いた大人数での学習に対応可能になりました。フェ

ニックス ( 旧郷土資料室 ) にはヒノキ舞台を、西昇降口

には大きな小上がり・ヒノキ机を設け、木に触れる機会

を増やせるよう工夫しています。その他にも、自由に位

置を動かせるスツールやベンチも製作し、新玉小だから

こそできる木質化となりました。

既存校舎の歴史や記憶、魅力を尊重

木質化のポイント

既存塗装面との共存人工大理石の階段手摺笠木

プロジェクター投影ができる壁面ヒノキでできた舞台

浜の風の腰壁の木質化地域に開かれた西昇降口

まなびパネルのレーザー加工ヒノキ舞台の継手

角材をそのまま用いた小上がり2m 材と 1m 材を組み合わせた板張り

西昇降口のまなびパネル木材の様々な表情 ( 虫害材 )児童の手に合わせた階段の手摺2m の高さに揃えた廊下の木質化

新玉小は創立 107 年の歴史があり今の校舎は築 50 年を

超え、建設当時の手仕事や工夫が随所に見られます。床

や壁は何度も塗り替えられ補修されていましたが、ただ

古いものを覆い隠すのではなく、新玉小の歴史や記憶を

尊重した設計となるように配慮しました。ツヤの出た木

の床や既存の木質化箇所との調和を図り、郷土資料室に

残されていた丈夫なつくりの古い机は天板を磨き塗装を

してなかよしルームで再利用しました。

今回の木質化が、児童だけでなく地域の方々にとっても

親しみが持てるものになるよう心掛けました。

木質化を木材利用について学ぶ契機にする

スギとヒノキは色味や、柔らかさが異なり、同じスギの

なかにも赤身と白太の違いがあります。節がなくきれい

な材や節が強く出ている材、中には虫害材もあります。

今回の木質化では、それらの材を選別せずに混在させて

使用し、木の持つ多様な表情を見て触れて学べるように

しています。

多くの人の目に止まりやすい西昇降口には、今回の木質

化が単なる改修事業ではなく、森林や木材について考え

るきっかけになるよう、森のはたらきや木材利用の大切

さについてまとめた「まなびパネル」を設置しました。

ロスを抑えて小田原産材をムダなく利用

1 次製材後にストックされた支給材は、2 次製材時のロ

スを抑えるため、材を細く薄くせずに太く厚く使ってい

ます。幅が 300mm ほどある平板材はそのままベンチの

座面やカウンターの天板としています。角材は 120mm

角にして東昇降口の目隠し展示ボックスの軸組や西昇降

口の小上がりに用いています。また、長さ方向のロスを

減らすために歩留まりにも配慮して設計をしました。

4m の支給材を無駄なく使える 2m 材を基本とし、板張

りは 2m 材とその半分の 1ｍ材でまかなえるように工夫

しています。

大工の技術をベースに様々な技術を活かす

多くの工事を大工の手で行う計画としました。加工しや

すいという木の特性を活かし、支給材が適材適所で様々

な形に姿を変えています。各所にある家具も大工の技術

と工具で作っています。フェニックスのヒノキ舞台の框

( かまち ) では伝統的な継手を見ることができます。教

室の建具は支給材を利用した框戸を建具屋が作っていま

す。また、大工の技術と合わせて、工期短縮やコスト縮

減を図り東昇降口の目隠し展示ボックスにプレカット、

荷物掛けに NC マシンによる機械加工、西昇降口のまな

びパネルにレーザー加工を用いています。学校全体で木

工事に関わる様々な技術に触れることができます。
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壁面

建具 床

家具

造作

室名サイン

| 廊下 ・ 東階段 ・ 西昇降口

スギ板張り ( 目透かし張り）

| 教室 ・ 浜の風 ・ ミラクルラボ ・ 展示交流

スギ板張り ( 羽目板）

| 西昇降口

まなびパネル

| 西昇降口 ・ 展示交流スペース

展示台

| なかよしルーム

間仕切壁撤去＋木枠

| 教室

ヒノキ框 ( かまち ) 戸

| 浜の風 ・ ミラクルラボ ・ フェニックス

引戸取手改修

| フェニックス

ヒノキ舞台

| 教室

教室掃除用具入れ

| 西昇降口

ヒノキ机

| 西昇降口

目隠しカウンター

| 東階段 ・ 西階段

平板手摺

| 各所

焼き印

| 西昇降口 ・ フェニックス

木製サイン

| 教室

ランドセル棚

| なかよしルーム

既存机改修

| 西昇降口 ・ ミラクルラボ

スツール

| 東昇降口 ・ 展示交流スペース ・ フェニックス

ベンチ

| 東昇降口

目隠し展示ボックス

| 西昇降口

小上がり

| 西昇降口

靴棚ベンチ

| フェニックス

ヒノキ板張り ( 羽目板）

| 教室 ・ 廊下

掲示用スチールバー

| 教室

木製ホワイトボード

| 廊下

箱ベンチ

| 廊下

荷物掛け

| ミラクルラボ

プロジェクションウォール

| 東階段

階段板張り＋手摺

 新 玉 小 木 質 化 メ ニ ュ ー
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教室
木のぬくもりに包まれた明るい学習空間

↑教室全景　廊下側と背面

の 2 面が木質化され新旧の

仕上げが共存する

←改修前　補修や耐震改修

により様々な年代の仕上げ

が混在している

新玉小は各学年 1 クラスの学校で、

チャレンジも合わせて計 7 教室を木

質化し、児童が長い時間木のぬくも

りを感じられるようにしました。背

面と廊下側の壁の 2 面を掲示可能な

スギ板張りとし、背面にはランドセ

ル棚、掃除用具入れ、木製ホワイト

ボードを設置しました。既存の引き

戸を開口部を大きく確保した框 ( か

まち ) 戸に交換したことで、北側の

廊下が明るくなりました。板張りの

色味は教室ごとに異なり学年が上が

るごとに様々な木の表情を楽しむこ

とができます。

↓引き戸、掃除用具入れ、

ほうき用フックを小田原産

材を用いて製作

↓( 写真上 )  背面にあった

黒板に代わり木製のホワイ

トボードを製作

↓( 写真下 ) ランドセル棚

を大工の手で製作した

スギ板張り /ランドセル棚 /掃除用具入 /ヒノキ框戸 /木製ホワイトボード /室名サイン

木質化により児童のストレ

ス緩和、授業での集中力が

増す効果が期待できます

BEFORE
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←改修前　青色の壁、赤色

の床、ベージュの掲示板が

同居する廊下

間仕切り壁を撤去して設け

た箱ベンチは児童が自然に

憩う場所となった

廊下の壁面は、青色の塗装が施され

ていた既存壁面と木質化の共存を試

みました。廊下幅を狭めないように

教室側の壁面 2ｍの高さに掲示板、

箱ベンチ、引き戸が並び、面的に木

質化しました。サッシのある北側壁

面には、金属製の荷物掛けを木で作

り替え、縦桟にフックとなる切り欠

きを施すことで荷物掛けの機能を持

たせています。廊下の両側を木質化

することで連続性を持たせ、既存校

舎の面影を残しつつ木質化によって

廊下のイメージを変えることができ

ました。

廊下
既存校舎の面影を残しつつリズムと連続感を生む廊下壁面の木質化

スギ板張り /箱ベンチ /荷物掛け /ヒノキ框戸 /室名サイン

箱ベンチの座面と荷物掛け

の高さは高学年と低学年で

高さを変えている

BEFORE
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ランドセル棚

ブナフローリング

廊下 普通教室

掃除用具入れ

木製ホワイトボード スギ板張り

ヒノキ框戸

箱ベンチ ( 廊下側 )

学年に合わせてフック高さを 3段階に設定

学年に合わせて座面高さを 2段階に設定

荷物掛け

◀北

掲示用クロスまたは VP 塗り
間仕切壁　木下地 ・ 木枠60×20　スギ

フック部分を NC 加工

VP 塗装
モルタル塗り

ロックウール化粧吸音板

ロックウール化粧吸音板

欄間

プラスター塗り

ほうき掛け
130×45 ヒノキを加工

130×45 スギを幅はぎ加工

130×45 ヒノキ

強化ガラス

吊レール
( ソフトクローズ )

130×45 スギを幅はぎ加工 ( 教室側 )
300×45 スギ ( 廊下側 )

120×20 スギ
グレーに着色の上
クリア塗装

130×45 ヒノキを幅はぎ加工
ホワイトボード用塗料塗り

掲示用スチールバー
天井用軽量鉄骨下地

スギ羽目板張り @120 t20( 教室側 )
スギ目透かし張り @135 t20( 廊下側 )
RC 耐震壁 ( 耐震改修 )

モルタル塗り
コンクリートスラブ

プラスター塗り

アルミサッシ
シングルガラス

人工大理石
研ぎ出し

アルミサッシ
シングルガラス

 教 室 ・ 廊 下 の 既 存 部 分 と 木 質 化 部 分
鉄筋コンクリート造の既存建物

躯体の上に内装木質化を行っ

た。範囲を壁面に絞り、教室床

のフローリングや壁面の青色塗

装との調和も図っている。

南▶
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←改修前　うす暗く荷物置

き場のようなあまり使われ

ない場所になっていた

木質化のタイミングと併せて浜の風

( 旧ワークルーム ) を地域住民が利

用することになり、西昇降口が出入

りの場所としての役割を持つことに

なりました。児童の作品を展示する

スペースを確保し、広く地域の方々

にも作品を見てもらえるようにして

います。床を自然素材のカーペット

に交換し、その上に小上がりとヒノ

キ机、スツールを配置しました。階

段横に目隠しカウンターを設置する

ことで収納スペースをスッキリと見

せ、正面の壁にまなびパネルを設置

することで、学校の新たな顔にふさ

わしい空間となるよう木質化しまし

た。　

西昇降口
木に包まれ地域に開かれた憩いの場

スギ板張り /目隠しカウンター /まなびパネル /小上がり/ヒノキ机/スツール /靴棚ベンチ /照明器具改修

照明器具を交換し、四方板

張りの空間の中央に存在感

のある家具を設けた

1 階の廊下に面して木に包

まれた自由に使える憩いの

空間ができた

西階段からの眺め　　　　

手前に目隠しカウンターと

靴棚ベンチが置かれている

BEFORE
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→側面や裏面からみると重

厚感のあるつくりを感じる

ことができる

児童が日常的に利用する東昇降口

は、入って正面に職員トイレがあ

りそれを隠すように児童の作品が

展示されており、玄関というには

少し狭い場所になっていました。

東昇降口が学校の顔になるよう、

トロフィーや賞状を収納する棚を

内包した少し大きめの家具を作

り、移動可能なベンチを配置しま

した。住宅の構造材にも使われる

12 センチの角材で骨組みを作り、

そこに幅の広い板を張っていま

す。その大きな家具の中では、掲

示をしたり、ベンチに座ってくつ

ろいだりすることができます。既

存の木質化箇所との調和を図りつ

つ、少ない手数で木質化の効果が

最大限に感じられるような方法を

考えました。

↑改修前　展示物や掲示物

が多く、玄関としては少し

狭い場所となっていた

登下校時に児童のコミュニ

ケーションが生まれる場所

となった東昇降口

東昇降口
入り口正面に大きな家具をしつらえ学校の顔として整える

目隠し展示ボックス /ベンチ /既存木質化箇所

30 センチ幅のスギ板に

レーザー加工を施し、まな

びパネルを製作

1.8 メートル角の大きなヒ

ノキ机と角材を並べて製作

した小上がり

BEFORE
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↓( 写真上 ) 改修前　３階

の東階段脇のスペース ( 改

修後は展示交流スペース )

←切り口が斜めの板張りを

地元大工の手で丁寧に納め

ている

階段の木質化は新玉小で初めて実現

しました。校舎の中央に位置し多く

の児童が行き交う東階段は、中央の

壁を板張りにし、木製手摺を新たに

設置しました。手摺は丁寧に面取り

をして触り心地を良くし、児童の身

長に合わせて設置高さを低くしてい

ます。階段を登り切った場所にある

屋上への出入口のスペースも木質化

し、展示交流スペースとしました。

西階段は、幅 30 センチある板材を

そのまま活かして壁面に取り付ける

ことで、存在感のある手摺としまし

た。児童が毎日使う階段を木質化す

ることで、日常的に木のぬくもりを

感じてられるようにしています。階

段は 1 階から 3 階までつながってい

るため、木質化が立体的に体感でき

る場所となっています。

↓( 写真下 ) 改修前　多く

の児童が行き交う階段は、

日射がないと薄暗い

↑階段の踊り場では幅広の

板と手摺の小口を見ること

ができる

↓30 センチ幅の一枚板の

美しい木目を活かした西階

段の手摺

階段
木のぬくもりを立体的に連続させる

スギ板張り・手摺 /ベンチ /既存木質化箇所 /平板手摺

無機質なコンクリートの壁を

木質化し、明るく木を感じる

児童の語らいの場になった 西階段東階段

BEFORE

BEFORE
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浜の風

ミラクルラボ(2F)

(1F)
↑浜の風は 3 方の腰壁をス

ギ羽目板張りとした

←ベンチやスツールを配置

し工夫して様々な使い方が

できるようにしている

大きな板張りの壁面の中に

プロジェクション可能なス

クリーンを設置

1 階の西端にある浜の風 ( 旧ワーク

ルーム ) は、地域住民が使うスペー

スとなるため、西昇降口と併せて木

質化を行っています。児童にタブ

レットが配布されることになり役目

を終えたパソコン室は、ミラクルラ

ボとなり、タブレットによる授業を

始めとした多目的利用ができる部屋

へと生まれ変わりました。背面の壁

面は板張りとプロジェクターを投影

できる壁面となり、木質化と多様な

学習への対応を同時に行うことがで

きました。余剰となっている教室を

積極的に活用できるようにしまし

た。

↓南からの太陽光がきれい

な木漏れ日を室内に落とし

ている

↓( 写真上 ) 改修前　物が

雑然と置かれていたワーク

ルーム

↓( 写真下 ) 改修前　パソ

コン室としての役割が無く

なりミラクルラボとなった

ICT 教育に対応した明るく多目的な空間へ

スギ板張り /引戸手摺改修 /室名サイン /プロジェクションウォール

スギ板張り /引戸手摺改修 /室名サイン

BEFORE

BEFORE
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↓( 写真上 ) 背面ヒノキ板

張りとすることで部屋の印

象が大きく変わった

←改修前　多くの展示物で

あふれていた改修前のフェ

ニックス

スポットライトで明るく照

らされたヒノキ舞台を使い

発表会を行うことができる

フェニックス ( 旧郷土資料室 ) はヒ

ノキ舞台を正面にして教室内の壁面

四面をヒノキ板張りで統一して木質

化をしました。明るく風通しの良い

教室は、ヒノキの香りに包まれ、多

目的に使うことができます。なかよ

しルームは廊下の間仕切り壁を撤去

してオープンスペースとし、旧郷土

資料室の展示机を再配置しました。

↓( 写真下 ) 改修前　畳が

置かれ使用頻度が低かった

なかよしルーム

↓( 写真上 ) 間仕切り壁を

撤去することで開放的で自

由に使える空間となった

↓( 写真下 ) 既存の木製机

の天板を磨いて塗装し再利

用しているフェニックス (3F)
なかよしルーム (3F)

暗く閉ざされた空間からヒノキの香りに包まれる多目的な教室へ

ヒノキ舞台 /ヒノキ板張り /ベンチ /照明器具改修 /引戸手摺改修 /間仕切壁撤去 /既存家具利用 /室名サイン

竣工時から使われているフ

ローリング上に設置された

フェニックスのヒノキ舞台

BEFORE

BEFORE

なかよしルーム なかよしルーム

なかよしルームフェニックス

フェニックス
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 手 に 触 れ る 部 分 と 細 部 に お け る 工 夫

フック縦桟
NC加工

30×60 ヒノキ

木栓

30×60 ヒノキ

既存木枠 見付30 

30×60 ヒノキ

30×60

ステンレスワイヤー 0.7Φ
ナイロンコート  L=280
着脱可能

室名サイン

 ヒノキ 

プラスター塗り 

既存木枠 見付30

木栓

木栓

ワイヤー用穴 5φ

45×60 ヒノキ
比重0.44g/c㎥

面取りR2.5～3

四角ビットビス(メンテ用にビス頭現し)
木工用ボンド併用

45×60 ヒノキ

45×130 スギ

[室名サイン取付部材 詳細図 S=1/3] [教室ほうき掛け 詳細図 S=1/3] [階段手摺 詳細図 S=1/3] [荷物掛け 詳細図 S=1/3]

[スツール 詳細図 S=1/3]

10R4R

45×130 スギ
比重0.38g/c㎥

20×60 ヒノキ

30Φ ヒノキ

20×125 スギ 羽目板

取付用下地
20×60 スギ

20×130

45×110 スギ

面取り15R

 スギ 目透かし張り

20×60
スギ

室名サインを吊るす部材を木材のみで製作 スギとヒノキの長所を掛け合わせたスツール 児童の身長に合わせた荷物掛け

児童の手に合わせた手触り良い手摺ヒノキでつくるほうき掛け

座板にはやわらかく軽い

スギを使い、脚には固い

ヒノキを使用
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